
 

 

      2023 年 1 月 17 日 

株式会社ＡＣＳＬ 

 

ＡＣＳＬ、国産ドローン SOTEN（蒼天）を活用した 

ゴルフ場の芝の生育・維持管理のための植生調査に成功 

 

➢ SOTEN（蒼天）のワンタッチで切り替え可能なカメラの 1 つであるマルチスペクトルカメラは、近赤

外画像撮影により NDVI（正規化植生指標）測定が可能 

➢ マルチスペクトルカメラを用い、ゴルフ場の芝における植生調査を行う実証実験を実施し、成功 

 

株式会社ＡＣＳＬ (本社：東京都江戸川区、代表取締役社長：鷲谷聡之、以下、ＡＣＳＬ)は、国産の

小型空撮ドローン SOTEN（蒼天）に取り付け可能なカメラであるマルチスペクトルカメラを用い、ゴル

フ場の芝における植生調査を行う実証実験を実施し、成功しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■背景 

ゴルフ場では、グリーンや芝生の環境が常に整えられている状態であることが求められます。グリーン

キーパーと呼ばれる管理者が、日々コースを見回り芝生のコンディションなどを確認する必要がありま

すが、人手による作業のため、作業の効率化をしたい、芝生の生育状況のデータを蓄積したいといったニ

ーズがありました。 

植物などの生育状況については、植物による光の反射の特徴を生かし簡易な計算式で植物の量や活力

を把握する植生指数と呼ばれる指標を、衛星画像を用いて求める手法が研究されてきました。代表的な指

標として、NDVI (Normalized Difference Vegetation Index：正規化植生指標)があげられます。数値は-

1～1 の範囲で表され、-1 に近い程植生は悪く、1 に近い程植生は良いとされます。 

しかし、衛星画像の場合、1 ピクセルの大きさがメーター級の地上画素寸法（１ピクセルに対する地上

の寸法）になり、雲に覆われた場合や衛星の軌道によって画像データが得られないという課題がありまし

た。一方、ドローンを用いたデータ取得では、1 ピクセルの大きさがセンチメートル級となり、曇天時で

も撮影を可能とするといった特長があり注目されています。 

 

 

ゴルフ場の芝の撮影を行う SOTEN（蒼天） 
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■実証実験について 

 SOTEN（蒼天）は、小型空撮ドローンでは初となるカメラのワンタッチ切り替え方式を採用すること

で、標準カメラの他、赤外線カメラ＋可視カメラ、マルチスペクトルカメラ、光学ズームカメラとの交換

が簡単に行えます。本実証では、近赤外画像撮影により NDVI 測定可能なマルチスペクトルカメラを使用

し、撮影した画像により芝の植生調査が可能か検証しました。 

 

手順 

① 飛行ルート作成画面の航空地図上に対象エリアを設定する。 

② 撮影パラメータを設定する。 

・オーバーラップ（フロントまたはサイドのラップ率、今回は共に 75%に設定） 

・グランドレス（1 ピクセル辺りの長さ、今回は 4cm に設定） 

・調査前/内の速度（調査範囲外と内の飛行速度、今回は共に 4.5m/s に設定） 

③ 設定された自動飛行の経路に従って撮影飛行 

 

 

■結果 

 SOTEN（蒼天）で撮影した各バンドの画像を Pix4D Mapper を使用して

NDVI のオルソモザイク画像へ処理した結果が右の画像となります。NDVI 

が-1 に近いほど赤く、1 に近いほど緑に表示されます。このようなデータ

を継続して蓄積していくことで、芝の生育・維持管理に活用できる可能性

があります。 

 

本実証実験は、エスケージー株式会社およびＡＣＳＬ代理店の岩本石油

株式会社の協力のもと、実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

①で航空地図上に表示される青色の多角形ツールで調

査したいエリア囲うように設定 
②で撮影パラメータを設定する様子 

撮影した各バンドの画像を NDVI のオルソ

モザイク画像へ処理した結果 
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【株式会社ＡＣＳＬについて】 https://www.acsl.co.jp/ 

ＡＣＳＬは、産業分野における既存業務の省人化・無人化を実現すべく、 国産の産業用ドローンの開発

を行っており、特に、画像処理・AI のエッジコンピューティング技術を搭載した最先端の自律制御技術

と、同技術が搭載された産業用ドローンを提供しています。既にインフラ点検や郵便・ 物流、防災など

の様々な分野で採用されています。  

 

【このニュースリリースへのメディアからのお問い合わせ】 

株式会社ＡＣＳＬ 担当：廣嶼（ひろしま）  

Tel: 03-6661-3870  Email: sales@acsl.co.jp                       

以 上 

https://www.acsl.co.jp/
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